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１．はじめに 

設計行為の本質は問題の明示化しえない内容を明示化して

いく過程そのものであると言われている。本来的に自由な人間

が対象的存在との間の矛盾を「問題」として認識し、そこに新

しい状況を生み出していこうとする意識は「行為的直感」とも

言われる人間の主体的本質に基づく意識の在り方であるとさ

れている[1]。このような問題の特性に着目して、本研究では

デザインにおける「問題」による制約条件の変化を実際のプロ

ジェクトを行った学生へのアンケートを通して考察を行った。 

 

２．問題に関する研究 

デザインにおける「問題」に関する研究は野口による設計過

程の研究があげられる。野口は生産活動自体を問題解決行為と

定義して以下の5段階で説明している（図1）。 

1) 問題の発生 

2) 問題の類型化 

3) 問題解決への構想の形成 

4) 対象への直接的働きかけ 

5) 問題解決としての矛盾の止揚 

 
図1．生産的活動における問題解決のプロセス（野口、1987） 

設計者が主体的に問題に直面する場合は、問題をどう把握し、

それによって自己の内面にどのような目的意識を形成してい

ったかが、設計解に対象化されているとしている。問題の把握

の仕方それ自体が設計者の個性の発現であり、それが明示的に

設計解に対象化されている（野口、1987）[1] 

また、新しい問題解決としての生産物はそれを作り出した設

計者が問題をどうとらえどう解決したかを物語っており、その

意味では設計者自身の個性あるいは独創性の表現でもあるは

ずである（野口、1988）[2] 

また、問題状況の構造に関して増山の研究があり、その中で

デザイン問題は、「解決すべきこと」とその解決案の原型（プ

ロトタイプ）の発想を伴って提起されるのが普通であるから、

「問題」は創られると言える。従って対象とする問題状況が一

つであっても、問題として提起され得るものは多様であり得る。

また、デザイン問題は「為されるべきこと」と、そのために「何」

が「どうあるべきか」を一応明らかにすることによって構想さ

れる。（増山、1994）[3] 

これらの研究では問題が「あるべき姿」を含んだ形であるこ

とを示しており、設計解の制約として機能することを表してい

る。つまり問題によって制約条件が規定されると言える。 

 

３．サービスデザインにおける「問題」の定義 

サービスデザインではデザイン対象があいまいなケースが

多く、コンセプトの明確化による制約条件を設けることが有効

である[4]。特に顧客と価値の明確化が必要であるが、対象範

囲があいまいなため、制約条件を設けることが対象範囲を規定

することにつながり、より具体的な設計につながる。そのため、

問題の定義がデザインプロセスに設計解を与えることにつな

がると考えられる。 

 

４．検証 

京都女子大学家政学科の演習においてIoTをテーマにしたサ

ービスデザインを行ってもらった。受講者は7名でそれぞれ対

象を自由に設定し、デザイン提案を行ってもらい、演習終了後

にアンケートを実施した。アンケート内容はデザイン初期段階

における対象範囲、問題の設定状況と検討段階における変更状

況を確認など13項目にわたる（8.付録参照）。 

 

５．考察 

まず、デザイン初期段階において全員が問題を設定していた。

しかし、対象範囲は4名が設定してデザイン検討を始めたのに

対し、3名は設定せずに検討を行っていた。また、途中段階で

対象範囲、問題の変更を行った学生は4名であった（図2）。 



 

 

 

図2．アンケート結果 

 

上記4名の学生のデザイン案変更についてはそれぞれ2回、4

回、3回、5回の変更を行っていることが分かった。また、対象

範囲、問題を変更しなかった学生はデザイン案の変更も行って

いない（表1）。 

 

表1.アンケート 

Q11.演習の中でデザイン案は何回変更しましたか？ 

・2回、4回、1回、3回、0回、5回（1名未回答） 

 

また、「対象範囲」の設定の理由については、ユーザーの特

定やイメージのしやすさなどの手がかりとしての意見があっ

た。同様に「問題」については問題解決の需要、ニーズに的を

絞る、対象範囲の明確化などの意見があった（表2）。それぞ

れの意見を総合すると問題の設定により、デザイン目標の設定

と対象範囲を絞ることにつながると言える。 

 

表2.アンケート（自由記述） 

Q3.最初に「対象範囲」をなぜ設定したか？ 

・設定することで、その対象範囲の人に合ったサービスを考え

やすいから。 

・デザインを深めて行く中で、ある程度範囲を絞った方がイメ

ージしやすいからです。 

・今回のテーマが「IoT」と広範囲だったため、対象範囲を制

約条件として決め、提案を考えるための手がかりにしようと考

えました。 

Q6.最初に「問題」をなぜ設定したか？ 

・問題を解決することは、需要につながるのかなと思ったから。 

・何かを解決するデザインでないと意味がないため。 

・最初に何を考えたらいいか分からなかったから。 

・課題を進める上で必要不可欠だと思ったからです。デザイン

実習でのほとんどの課題は、問題が設定されていることが多い

です（「固形石鹸の売り上げ低迷を解決する」など）。 

・ニーズから外れた提案をしないためです。 

・問題を設定すると自ずと対象範囲が見えてくると思ったか

ら。 

 

 

６．まとめ 

本研究では「問題」による制約条件の変化に着目して実際の

サービスデザインにおいて検証を行った。その結果、すべての

学生で問題の設定を行っていることを確認し、対象範囲の絞り

込みを行っていることが分かった。問題はあるべき姿を構想す

ることを支援し、各提案において達成する目標として機能して

いたことが分かった。具体的に制約条件としてはユーザー、ニ

ーズなどを絞り込むことにつなげていた。 

今回の研究ではデザインの時系列での変化は検証の対象と

はしなかったが、今後はどのように問題とデザイン案が変化し

ていくかを検証することで制約条件の影響について具体的な

考察を行っていく。 
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８．付録 

＜アンケート項目＞ 

Q1.最初に「対象範囲」を設定しましたか？（はい・いいえ） 

Q2.最初に「対象範囲」をどのように設定しましたか？（自由

記述） 

Q3.最初に「対象範囲」をなぜ設定しましたか？（自由記述） 

Q4.最初に「問題」を設定しましたか？（はい・いいえ） 

Q5.最初に「問題」をどのように設定しましたか？（自由記述） 

Q6.最初に「問題」をなぜ設定しましたか？（自由記述） 

Q7.デザイン検討している間に「対象範囲」を変更しましたか？

（はい・いいえ） 

Q8.デザイン検討している間に「対象範囲」をどのように変更

しましたか？（自由記述） 

Q9.デザイン検討している間に「問題」を変更しましたか？（は

い・いいえ） 

Q10.デザイン検討している間に「問題」をどのように変更しま

したか？（自由記述） 

Q11.演習の中でデザイン案は何回変更しましたか？（回数を記

入） 

Q12.サービスデザインを行う上で苦労している点があれば教

えてください（自由記述） 

Q13.サービスデザインを行う上で工夫している点があれば教

えてください（自由記述） 
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